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講演会・講習会 日本化学会が主催・共催・協賛・後援し，
本誌に掲載された討論会に関する情報は，

下記本会ホームページからもご覧になることができます。
www.chemistry.or.jp/event/calendar/index.html原則として日本化学会の会員は，主催者の会員と同等の条件（参加費用）で参加できます。

この欄への掲載については，日本化学会ホームページwww.chemistry.or.jp/journal/kakou-1/koen-boshu.htmlをご参照下さい。
なお，日程・内容などが変更になる場合もございますので，最新の情報は各主催者のHPなどでご確認下さい。

ୈ 409ճ 
ӷମΫϩϚτάϥϑΟʔ 

ஊձ࠙ڀݚ
―ここまで出来る，質量分析計を用いた 

バイオ医薬品分析―
ओɹ࠵　日本分ੳ化学会・ӷ体クロマトグラ
フΟー（LC）研究࠙ஊ会
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ7　ظ 月 18 日（ۚ）13 ʙ17࣌ ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　株式会ࣾౡ作所東京支ࣾイベン
トホール（千代田区神田ۋொ 1-3）ʤަ通ʥ都
Ӧ৽॓ઢ「খொ」Ӻెา 6 分
参加ਃࠐ締切　7 月 11 日（ۚ）
　ۙ，֩ࢎペプνυҩ紅に代表される中
分ࢠҩ紅，߅体ҩ紅に代表されるߴ分ࢠҩ紅
などの様々なϞダリテΟの։発が׆発にਐめ
られている。ଟ種ଟ様な紅研究等におい
て，࣭継分ੳܭのׂはۃめてߴい。本例会
では，όイΦҩ紅等の分ੳにযをおき，
࣭継分ੳメーカーを中心に，現ঢ়のਐలにつ
いて講演いたͩ͘。
1ɽ講演主֓આ（ΦーΨナイβー）（東レリ
αーνη）ᖒ正明
2ɽόイΦ分ੳに絶つ࣭継分ੳૅج講࠲（
দҩେ/フレッύーζ/ΤムΤス・ιリϡーγ
ϣンζ）ڮߴ　๛
3ɽόイΦҩ紅分におけるアジレントの
分ੳϫークフロー（アジレント・テクϊロー
ジ）࣠丸紤հ
4ɽଟ角的アプローνによる AAV カプγυタ
ンύク࣭のಛੑղੳ（αーϞフΟッγϟーα
イΤンテΟフΟック）Ӭౡ綖थ
5ɽ࣭継分ੳܭを用いたόイΦҩ紅の定継
分ੳ（ౡ作所）ࣉ田英හ
6ɽイΦンϞϏリテΟー等をۦ使したόイΦ
ҩ紅の分ੳ（東レリαーνη）ᖒ正明
7ɽ総ׅ：όイΦҩ紅に求められるMS（東
理େ）中ଜ　紽
参加費　学ੜ 1,000 円，後援学会・個人会員
4,000 円，後援学会・団体会員 4,500 円，そ
のଞ：5,000 円
࠙ձ　講演終了後，情ަ会ɽ会費
5,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　141-0031　区ޒ田
田ϋイπޒ　1-26-2 304 号　（ެࣾ）日本分
ੳ化学会・ӷ体クロマトグラフΟー研究࠙ஊ
会　 電 話（03）3490-3351　E-mail: masaaki.

takezawa.f9@trc.toray　https://www.lckon.

org/lckon/reikai/lckon0408.html

2025ເɾԽֶô21 
࠲ߨ生ͷたΊͷԽֶߍߴ

ओɹ࠵　日本化学会東ւ支部　信भେ学理学
部
ձɹ7　ظ 月 19 日（）13 ʙ17࣌ ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　信भେ学理学部 A ౩（দ本ࢢѴ 3-1-
1）ʤަ通ʥ「দ本」Ӻからόスを絧用する場
合，信େԣ田॥ઢまたはઙؒઢにं「信
भେ学前」下ं
参加ਃࠐ締切　7 月 11 日（ۚ）定員（24 名）
になり࣍ୈ

の࣍ 1ʙ4 の࣮ݧテーマから 1 つબんで，࣮
。してもらいますݧ
1ɽとԹの関係をௐる
2ɽ化学発ޫ物࣭の合成と発ޫの؍
3ɽアルϛホイル中のమのؚ有継をはかる
4ɽਗ਼綐ҿ料ਫのۚଐイΦンをௐる
対ɹ象　ߴ校ੜ（Ҿ絵のઌੜの参加も可で
す）。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先　信भେ学理学部理学Պ化学ίース　
内あかり　https://forms.gle/o2DwbdHsYP 

ZYUoN59

問合先　390-8621　দ本ࢢѴ 3-1-1　信भେ
学理学部理学Պ化学ίース　内あかり　電
話（0263）37-2473　E-mail: taakari@shinshu-u.

ac.jp

ເɾԽֶô21ɹԽֶͷট
ओɹ࠵　日本化学会中ࠃ࢛ࠃ支部
ձɹ7　ظ 月 19 日（）12 ࣌ 30 分ʙ17 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ಙౡେ学理工学部（ಙౡࢢೆ常三ౡ
ொ 2-1）ʤަ通ʥJR「ಙౡ」Ӻ下ंెา 20 分，
ಙౡࢢӦόス「ॿڮ」または「ಙౡେ学前」
下ंెา 5 分
参加ਃࠐ締切　7 月 4 日（ۚ）
を࠲講ݧ専の学ੜを対象とした࣮ߴ・校ߴ　
։催します。େ学の専՝ఔの学ੜ࣮ݧを指
。してみましΐうݧした՝を体
A　ڇೕからνーζを作Ζう・タンύク࣭の
化学
B　ҿみ物の化学ʙプラζマ発ޫを絧用して
ҿ料のϛネラル成分をௐようൢࢢ
C　ໟ中の有ॏۚଐೱを原ࢠスペクト
ル分ੳ法でௐよう
D　؆୯な紅（ҩ紅）を作ͬてみよう
E　ϊーベル化学を受した応を体ݧし
てみよう：有機マグネγムࢼ紅（Grignard

紅）を用いて৭ૉを合成しようʂࢼ
F　ϊーベル化学を受した応を体ݧし
てみよう：綸ôٶӜカップリングを用いて
ޫ機ੑࡐ料を作ͬてみようʂ
G　ペットボトルਫの Ca と Mg を分別して
ଌ定しよう
※มߋされる場合もあります。ৄし͘は，下
記 HP で確認して下さい。
参加費　無料（記೦を४උしています）
参加ਃࠐ方法　E-mail

ਃࠐ先ɾ問合先　770-8506　ಙౡࢢೆ常三ౡொ
2-1　ಙౡେ学理工学部自વՊ学ίース　中ଜ
ޫ紤　電話（088）656-7246　E-mail: nakamura.

mitsuhiro@tokushima-u.ac.jp　https://www-
chem.st.tokushima-u.ac.jp/ac-lab/

2025 
࠲ߨԽֶૅجԠ༻ͷたΊͷۀ࢈
ओɹ࠵　京都େ学Ҫݠ一記೦研究ηンター
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ7　ظ 月 25 日（ۚ）ʙ2 月 4 日（ਫ）
։࠵方ࣜ　Φンライン・対面ซ催
ձɹ場　京都େ学Ҫݠ一記೦研究ηンター
（京都ࠨࢢ京区ߴ։ொ 34-4）ʤަ通ʥ京都

όス「ᤣڮ」よりへెา 1 分，京都ࢢό
ス「ߴڮ東٧」よりೆへెา 5分，京ࡕ「ग़
ொ紉」Ӻよりへెา 15 分
参加ਃࠐ締切　定員になり࣍ୈ
　京都େ学Ҫݠ一記೦研究ηンターでは，
業で研究։発を行ͬておられるٕ術者・研ا
究者の方を対象とした「࢈業応用のためのج
ૅ化学講࠲」を 2019 より։講しており
ます。ࠓは以下の 6 回の講ٛを予定して
います。
7月 25日ʢۚʣ　ナϊ分絲工学（ナϊを分け
る，ナϊでわける）（京େӃ工）ࠤلজ
10月 15日ʢਫʣ　有機発ޫ・電ՙ紑送のૅج
（京େ化研）ֿ߂య
11月 7日ʢۚʣ　AI が切り͘ࡐ料設ܭの࠷
前ઢ（ENEOS）େ場純ੜ
12月 12日ʢۚʣ　ڧ紥電体のૅج原理とۙ࠷
の物࣭։発動（京େӃ工）౻田࢘ߊ
1月 21日ʢਫʣ　継ࢠϏーム絧用における࢈
学連ܞ（京େ化研）中װ人
2月 4日ʢਫʣ　ৼ電૬ޓ作用理緫のૅجから
応用（京େҪη）େ田　ߤ
※֤回，13 ࣌ 30 分ʙ16 ࣌ 45 分に࣮ࢪしま
す。ৄࡉにつきましては，下記 HP をご覧下
さい。
参加費　8,700 円
࠙ձ　֤講࠲終了後（17 ʙ18࣌ ࢣ講，（࣌
をғんでަ絻会を։催します。֤回会費
2,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　606-8103　京都ࠨࢢ京区ߴ
։ொ 34-4　京都େ学Ҫݠ一記೦研究
ηンター「࢈業応用のためのૅج化学講࠲」
係　E-mail: openlec2025@fukui.kyoto-u.

ac.jp　https://www.fukui.kyoto-u.ac.jp/

openlec2025.html

 ෦ֶ大ֶۄ࡛
αΠΤϯεεΫʔϧɹ 
ʙ1日ମݧԽֶࣨڭʙ

ओɹۄ࡛　࠵େ学工学部応用化学Պ
日本化学会関東支部　࠵ɹڞ
ձɹ7　ظ 月 26 日（）9 ࣌ 15 分ʙ16 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　࡛ۄେ学工学部応用化学Պ౩ 2 号ؗ

（さいたまࡩࢢ区下େٱ保 255）ʤަ通ʥJR

「Ӝ緭」Ӻのޱόスఀから「࡛ۄେ学」行
όスで終下ं。JR「ೆ紮」Ӻから「ೆ紮
Ӻ入ޱ」όスఀまでาき（3 分），「࡛ۄ
େ学」行όスで終下ं。JR「ೆ紮」Ӻの
ޱόスఀからすてのศが࡛ۄେ学をܦ
索。東東上ઢ「ࢤ」Ӻの東ޱόスఀから

「ೆ紮Ӻޱ」行όスで「࡛ۄେ学」下ं
参加ਃࠐ締切　7 月 18 日（ۚ）定員（40 名）
になり࣍ୈ
テーマは以下のݧ࣮　 4 テーマを予定してい
ます。࣮ݧ終了後は自索参加で学Պઆ明学
Պ内πアーも行います。化学のັ力とキϟン
ύスライフを体ײして下さい。
1ɽ絤છめ・σχムの੨い৭ૉインジΰを合
成して，ϋンカνをછめてみようʂ
2ɽ߬ૉ（ੜ体৮ഔ）のੑ׆を可ࢹ化しよう
3ɽೋࢎ化ૉを絧用する৽ٕ術を体ݧしよ
うʙະ絗の地ٿをٹうためにはʁʙ
4ɽ৳ͼଓけるࢳ，ޫりग़すӷ，ׂれないγ
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ϟボンۄʜまるでख ?　のք面化学をۃめ
てみようʂ
下記の࡛ۄେ学工学部 HP からお申しࠐみ下
さい。
対ɹ象　ߴ校ੜ
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　338-8570　さいたまࡩࢢ区
下େٱ保 େ学工学部αイΤンススۄ࡛　255
クール係（୲当：原ޱ）　電話（048）858-
3342　E-mai l :  r ikouken- j imuchou@gr.

saitama-u.ac.jp　https://www.saitama-u.

ac.jp/engineering/

ୈ 63ճੳԽֶߨशձ
―機器分析を基礎から応用まで―

ओɹ࠵　日本分ੳ化学会भ支部
日本化学会भ支部　࠵ɹڞ
ձɹ7　ظ 月 29 日（Ր）ʙ8 月 22 日（ۚ）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　भେ学ҏ都キϟンύス（Ԭࢢ
区ݩԬ 744），भେ学അग़キϟンύス（Ԭ
അग़ࢢ 3-1-1），Ԭେ学理学部（Ԭࢢೆ
区ࣣ1-19-8۾），Ԭ࢈ࢢ学連ަܞ絻ηンター
（Ԭࢢ区େ৽ொ 4-1）ʤަ通ʥ受講する
ίースによͬて会場がҟなりますので，֤会
場へのアクηスを確認下さい。
参加ਃࠐ締切　7 月 11 日（ۚ）
と࣮श（7ٛߨ 月 29 日（Ր），8 月 4 日（月）ʙ
8 日（ۚ），22 日（ۚ））
1ɽΨスクロマトグラフΟー（GC）
8 月 7 日（），8 日（ۚ）（1 日ίース，両日と
も同一内容）ԙभେ学ҏ都キϟンύス
2ɽߴӷ体クロマトグラフΟー（HPLC）
8 月 5 日（Ր），6 日（ਫ）（2 日ίース）ԙभ
େ学അग़キϟンύス
ランνϣンηϛナー（8月5日（Ր），6日（ਫ），
12 ʙ13࣌ HPLC，࣌ 会場のみ）
3ɽ紥ಋ݁合プラζマô࣭継分ੳ法（ICP-MS）
8 月 7 日（），8 日（ۚ）（1 日ίース，両日と
も同一内容）ԙभେ学ҏ都キϟンύス
4ɽX ઢ分ੳ（X-ray）
8 月 22 日（ۚ）ԙԬେ学理学部
5ɽ電ݦࢠඍڸ分ੳ（SEM，TEM）
7 月 29 日（Ր）ԙԬ࢈ࢢ学連ަܞ絻ηンタ
ー
6ɽ࣓֩ؾ共໐分ޫ法（NMR）
8 月 4 日（月）ԙԬ࢈ࢢ学連ަܞ絻ηンター
7ɽ分ޫ分ੳ法（Raman）
8 月 5 日（Ր）ԙԬ࢈ࢢ学連ަܞ絻ηンター
参加費　主催・共催会員35,000円（非՝੫），
会員外 45,000 円（੫ࠐ），学ੜ 15,000 円
参加ਃࠐ方法　E-mail　参加希望の方は申ࠐ
ઌ E-mail に（1）受講者ࢯ名，（2）所ଐ，（3）連
絡ઌ（紨ศ番号，ॅ所，電話，E-mail），（4）
希望ίース（GC，HPLC，ICP-MS，X-ray，
SEM/TEM，NMR，Ramanの 7ίースからબ
，日ఔがॏならなければい͘つでも可），
（5）所ଐする主催およͼ共催学協会（複数回
可）を記入して送信下さい。
ਃࠐ先ɾ問合先　870-1192　େ分ࢢ୴原
700　େ分େ学理工学部　電話（090）9796-
2778　E-mail: tinoue@oita-u.ac.jp

2025ҹɾใɾి  ྉࡐ༺ࢠ
࠲ߨૅجձڀݚ

ओɹߴ　࠵分ࢠ学会印刷・情報・電ࢠ用ࡐ料
研究会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ8　ظ 月 1 日（ۚ）10 ʙ17࣌ ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　東京理Պେ学ށ記೦ؗୈ一フォー
ラム（৽॓区神ָࡔ 4-2-2）ʤަ通ʥJR「൧田
Ӻ下ंెา「ڮ൧田」Ӻ/東京メトロ「ڮ 6分，
都Ӧେށߐઢ「ࠐڇ神ָࡔ」Ӻ下ंెา 3 分
参加ਃࠐ締切　参加費のみを 7 月までにご
送ۚ下さい。
参加費　ا業14,300円，େ学・ެி5,500

円，学ੜ 2,200 円，名累・終・フΣロー・
ΰールυ・γχア会員 2,200 円，ҩ用ߴ分ࢠ
研究会メンόー：ا業 11,000 円，େ学・
ެி 4,400 円
参加ਃࠐ方法　紨送等
ਃࠐ先ɾ問合先　104-0042　中ԝ区入ધ3-10-
9　৽ொϏル 6F　ެӹࣾ団法人ߴ分ࢠ学会　
電話（03）5540-3770　E-mail: sugimoto@spsj.

or.jp　https://member.spsj.or.jp/event/

日ຊֶज़ձٞγϯϙδϜ 
ΧʔϘϯχϡʔτϥϧに͚た 
ਫૉͷଟ໘తなར׆༻
―第 1回水素を作る―

ओɹ࠵　日本学術会ٞ物理学ҕ員会　日本学
術会ٞࡐ料工学ҕ員会　日本学術会ٞ化学ҕ
員会　日本学術会ٞ総合工学ҕ員会
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ8　ظ 月 1 日（ۚ）9 ࣌ 30 分ʙ17 ࣌
։࠵方ࣜ　Φンライン・対面ซ催
ձɹ場　日本学術会ٞ講ಊ（ߓ区緦本7-22-
34）ʤަ通ʥ東京メトロ千代田ઢ「೫ࡔ」Ӻ
5 ग़ޱ
参加ਃࠐ締切　7 月 29 日（Ր）　HP（https://

www.scj.go.jp/ja/event/2025/383-s-0801.

html）よりお申しࠐみ下さい。
　ࣾ会のۓ٤の՝であるカーボンχϡート
ラルにけ࢈業քと様々な学術分の連ܞを
ਤり，ਫૉ絧用に関する՝を明確化しま
す。ਫૉの絧׆用というテーマは非常にい
分が関係するため，ਫૉを「作る」「ӡͿ」
「使う」等のキーϫーυで，複数回のγンϙジ
ムを行うことを定し，ୈ 1 回は「作る」
ことにフォーカスして，࢈業քで求められて
いるध要を共有し，ਫૉを作るٕ術とその関
連研究の講演と，ࠓ後のਫૉ連ܞにつながる
ٞ緫を行います。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　γンϙジム組৫ҕ員会　
　ॳՌ　E-mail: hmori@issp.u-tokyo.ac.jp　
h t t p s ://d o c s . g o o g l e . c o m/f o r m s/d/e/ 

1FAIpQLSfB5wJ_t7eAyd-bY0o6Z5CGAQLhs_

tWzKxH4ziQ4ALAh_Xdfw/viewform

 ෦ֶས大ֶࢁ
ΦʔϓϯΩϟϯύε 
1日ମݧԽֶࣨڭ

ओɹࢁ　࠵絫େ学工学部工学Պ応用化学ίー
ス・クリーンΤネルΪー化学ίース

日本化学会関東支部　࠵ɹڞ
ձɹ8　ظ 月 2 日（）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ࢁ絫େ学ߕキϟンύス（ߕࢢ
田 4-4-37）ʤަ通ʥJR「ߕ」Ӻޱよりె
า 20 分，またはࢁ絫ަ通όス「ࢁ絫େ学前」
下ंす͙
参加ਃࠐ締切　7 月日予定。たͩし定員
（60 人）になり࣍ୈ
　9 テーマから 2 つの࣮ݧテーマをબんで参
加できます。参加申ࠐされた方に E-mailで希
望する࣮ݧテーマをい，それをجに参加テ
ーマをܾ定いたします。1 テーマの所要ؒ࣌
は研究ࣨの見学ؒ࣌をؚめ約 40 分です。以
下はテーマの例です。
・৭Ψラスをつ͘Ζう
・ภޫフΟルムをつ͘Ζう
・ホタルのޫがݧࢼの中でʁ
・೩料電でクリーン発電
・自વքに学Ϳ化学ʕޫ合成と超Ꭲਫʕ
・「ナϊ」のੈքをのぞいてみよう
・ޫるマスίットマグネットをつ͘Ζう
絫େ学応用化学ίースのࢁは，下記のࡉৄ
HPから，1日体ݧ化学ࣨڭのページをご覧下
さい。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　400-8510　ߕࢢ田4-4-37　
ࠜࡕ　絫େ学工学部工学Պ応用化学ίースࢁ
英人　電話（055）220-8551　E-mail: taiken-
kagaku@yamanashi.ac.jp　http://www.

chem.yamanashi.ac.jp/

2025ເɾԽֶô21ɹ 
Խֶͷটߴɾ  生ͷたΊͷߍ

Խֶ࠲ߨʢذෞʣ
ओɹ࠵　日本化学会
ձɹ8　ظ 月 6 日（ਫ）13 ʙ16࣌ ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ذෞେ学工学部化学・ੜ໋工学Պ工
学部講ٛ౩ 1 ֊ 102 ށ紉ࢢෞذ）集合ࣨڭ
1-1）ʤަ通ʥJR「ذෞ」Ӻ・「名మذෞ」Ӻ
よりذෞόスC70（またはC71，C72，N37）
行き「ෞେ学පӃذ」౷ܥ 30 分「ذෞେ学」
下ं
参加ਃࠐ締切　7 月 9 日（ਫ）たͩし定員（65

名）になり࣍ୈ
　体࣮ݧ習テーマ 8 テーマを予定。ৄࡉはܾ
まり࣍ୈ，ذෞେ学工学部化学・ੜ໋工学Պ
HP（https://www.eng.gifu-u.ac.jp/kagaku-sei 

mei/）などにて発表します。
対ɹ象　ߴ校ੜ
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　E-mail

ਃࠐ先　503-2495　 紛൹܊田ொ緦೭Ҫ
　等学校　౻ଜ　純ߴ絶田ݝෞذ　242-1
E-mail: p54683@gifu-net.ed.jp

問合先　同上　ذෞେ学工学部化学・ੜ໋工
学Պ　ۼ田紤େ　電話（058）293-2596　E- 
mail: kubota.yasuhiro.u8@f.gifu-u.ac.jp

 ࠲ߨݧ生ͷたΊͷԽֶ࣮ߍߴ
ʢୈ 116ճʣ

ओɹࠃ　࠵絶Պ学ത物ؗ　日本化学会関東支
部
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参加ਃࠐ締切　8 月 14 日（）
8月 28日ʢʣ
1ɽޫ化学のૅجと分ࢠσβイン（成େ）Ҵ
֞তࢠ
2ɽޫ応中ؒ体と؍ଌ（神ಸେ）河合明
紩
3ɽϙリマーのޫ化学とಛ （ੑେެࡕ絶େ）Ԭ
ଜ೭
4ɽリιグラフΟのૅجとフォトレジストの
E）ܭ料設ࡐ リιリαーν）ԕ౻
5ɽフォトϙリマーのಛੑධՁ（リιテック
ジϟύン）関ޱ　३
6ɽ総ׅ౼ٞ
8月 29日ʢۚʣ
7ɽレジストの分ੳ（東レリαーν）খ

8ɽޫ 料への応用（ࡐとઌૅجのࡎ発ੜࢎ
フイルム）ଜஐ࢜
9ɽੑޫײࡐ料の։発と事業化（三Ҫ化
学）表　絧
10ɽඍࡉ加工用レジスト（ฌݝݿେ）ᬑ݈
ࢯ
11ɽトϐックス　ੵܕCMOSイメージηン
αー（ιχーηϛίンダクタιリϡーγϣン
ζ）ക綠　
12ɽ総ׅ౼ٞ
参加費　会員18,000円（4名以上参加の場合
は一絴 65,000 円/会員ا業），日本化学会会
員 18,000 円，非会員 28,000 円，学ੜ 8,000

円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　162-7601　৽॓区神ָࡔ
1-3　東京理Պେ学理学部ୈೋ部化学Պ　੨
研究ࣨ内　フォトϙリマー࠙話会事務局　
電 話（03）5228-8275　E-mail: poffice@tapj.

jp　https://www.tapj.jp/

ୈ 19ճ日ຊి࣓ΤωϧΪʔ 
Ԡ༻ֶձγϯϙδϜ 

ʢSympo2025ʢߕೆ大@ਆށʣ
―異分野のアカデミア・メーカー研究者が 

神戸に集う「最先端技術がわかる」 
学際的なシンポジウム―

ओɹ࠵　日本電࣓ΤネルΪー応用学会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ8　ظ月 28日（）13࣌ 5分ʙ30日（）
18 ࣌ 15 分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ߕೆେ学ฏੜ記೦ηϛナーϋス/

ฏੜ記೦ （ؗ神ࢢށ東ṗ区ॅ٢本ொ 2-29-15）
ʤަ通ʥJR 神ށઢ「ॅ٢」Ӻ下ंへెา
約 10 分・ٸࡕ神ށઢ「ޚӨ」Ӻ下ंೆ東へ
ెา約 10 分
参加ਃࠐ締切　8 月 8 日（ۚ）
　当学会はマイクロΤネルΪー絧用の化学
とٕ術に関するࠃ内でもॏ要な，「日本学術
会ٞ協力学術研究団体」指定の学会です。γ
ンϙジムは当学会࠷େの行事，200 人ۙい
絗場者，100 件ۙ͘のޱ಄・ϙスター・ا業
発表がなされます。8 月 28 日（）は「2025

γϣートίース 1　ʕ電࣓ΤネルΪー
絧用ٕ術 ver2.1ʙ࢈業ք・学քでの，いま注
目すきऔり組み」で学ք・࢈業քのऔり組
みを 6 人の講ࢣが講演。γンϙジムと別料
ۚですが，8 月 28 日（）のみの参加も可。8

月 29 日（ۚ），30（）はγンϙジムでޱ

参加ਃࠐ締切　7月 4日（ۚ）ʙ7月 23日（ਫ）
12 ࣌
※応募者数が定員（8月19日（Ր）・20日（ਫ）
とも 32 名）を超えた場合，主催者側でௐ整
することがあります。
　化学への関心をਂめていたͩ͘ため࣍の 4

つのテーマについての化学࣮ݧを体ݧしてい
たͩきます。
テーマ 1ɽόイΦσΟーθル೩料を作ͬてみ
ようʂ 

テーマ 2ɽ࣓ੴにͬ͘つ͘ӷ体を体ݧしてみ
ようʂ 

テーマ3ɽҨࢠDNAを使ͬてֆをඳこうʂ 

テーマ 4ɽݦඍڸでەࡉを؍してみようʂ
8 月 19 日（Ր）と 20 日（ਫ）に同͡内容の講࠲
を 2 回࣮ࢪします。いずれか 1 回のみの受講
になります。両日とも։講ؒ࣌は 10 ʙ16࣌

。です࣌
対ɹ象　中学ੜ
参加費　50 円（ই保ݥへの加入のため）
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先　綸ࣛ工業ߴ等専学校　総務՝　総
務ا画係　https://www.suzuka-ct.ac.jp/

general/general_index/event/

問合先　510-0294　綸ࣛࢢനࢠொ　綸ࣛ工業
画係　電話ا等専学校　総務՝　総務ߴ
（059）368-1717

1日ମݧԽֶࣨڭ 
ʙ先Խֶに;ΕͯΈΑ͏ʙ

ओɹ࠵　東京େ学理学部化学Պ
日本化学会関東支部　࠵ɹڞ
ձɹ8　ظ 月 26 日（Ր）13 ʙ15࣌ ࣌ 30 分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　東京େ学理学部化学Պ（文京区本ڷ
7-3-1）ʤަ通ʥ東京メトロೆઢ「東େ前」
Ӻ下ंెา 10 分，東京メトロ千代田ઢ「ࠜ
」Ӻ下ंెา 10 分，東京メトロ丸の内ઢ

「本ڷ三ஸ目」Ӻ下ंెา 15 分，都Ӧ地下మ
େށߐઢ「本ڷ三ஸ目」Ӻ下ंెา 15分，都
Ӧόス学 01 ౷・学ܥ 07 ό「内ߏ東େ」౷ܥ
スఀ下ंెา 3 分
参加ਃࠐ締切　定員（100 名）になり࣍ୈ
1ɽ受付，2ɽΦリΤンテーγϣン，3ɽ講ٛ

「化学でະ絗をϐカリと照らそうʂ ようこ
そ，ޫ化学のੈքへ」紻Ҫ৳4，ߒɽ学内設
උհ
対ɹ象　中学ੜ，ߴ校ੜ
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web　下記 HP から必要事項
を記入し，お申しࠐみ下さい。
ਃࠐ先ɾ問合先　113-0033　文京区本1-3-7ڷ　
東京େ学理学部化学Պ　東京େ学 1 日体ݧ化
学ࣨڭ　ੈ話人　ࢁҪܚಙ　電話（03）
5841-4348　E-mail: yamanoi@chem.s.u-tokyo.

ac . j p　h t tps ://f o rms .g l e/JMWMsce1 

YJ37VsSTA

ϑΥτϙϦϚʔ࠙ձ 
ୈ 35ճߨशձ

ओɹ࠵　フォトϙリマー࠙話会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ8　ظ月 28日（）9࣌ 15分ʙ29日（ۚ）
17 ࣌ 20 分
։࠵方ࣜ　Φンライン

ձɹ8　ظ 月 9 日（）14 ࣌ 30 分ʙ16 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ࠃ絶Պ学ത物ؗ上本ؗ地ؗٿ 3 ֊
習ࣨ（台東区上ެԂ࣮ݧ࣮ 7-20）ʤަ通ʥ
JR「上」ӺެԂޱからెา 5 分，東京メト
ロ「上」Ӻ 7 番ग़ޱからెา 10 分
参加ਃࠐ締切　7 月 27 日（日）定員（20 名）
を超えた場合はநબ
ᯁੴの化学（ࠃ絶Պത）ถ田成一
　ଠ絊地ٿは約 46 ԯ前にのؒにたͩ
ようΨスちりからੜまれました。ᯁੴはそ
のときに固まͬて以絗，あまりม化を受けて
いません。ࠓ回は，ᯁੴを࣮際にखにとͬて
地ٿ上のؠੴとのҧいを؍し，؆୯な࣮習
を行いながら，ᯁੴの化学組成同Ґ体組成
から地ٿଠ絊ܥの࢝まりについてどういう
ことがわかͬてきたかをղઆします。
対ɹ象　ߴ校ੜ
参加費　50 円（保ݥ料，当日集めます）
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　110-8718　台東区上ެԂ
ҭ成・学ࡐ絶Պ学ത物ؗ学習՝　人ࠃ　7-20
習支援୲当　電話（03）5814-9888　E-mail: 
lecture@kahaku.go.jp　https://www.kahaku.

go.jp/event/all.php?month=202508

KSDGs ເԽֶ 21 in Kagawa 
͓͠ΖΘ͘Θ͘αΠΤϯεల ’25

ओɹ࠵　ເ化学 21 in Kagawa ࣮行ҕ員会
支部ࠃ࢛ࠃ日本化学会中　࠵ɹڞ
ձɹ8　ظ 月 9 日（）13 ʙ10࣌ 日（日）17 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ಙౡ文理େ学ߴদӺキϟンύス（ߴ
দࢢொொ 8-53）ʤަ通ʥJR「ߴদ」Ӻెา
1 分
参加ਃࠐ締切　申ࠐみはෆ要です。会場
におӽし下さい。
　化学に関する演示࣮ݧ体ݧ࣮ݧを通し
て，化学化学ٕ術のॏ要ੑ，面നさෆࢥ
ٞさをえる׆動です。ࣇಐ・ੜెのૉな
ٙ問ح心をײ動につな͛る機会をఏڙす
ると共に，保ޢ者のօ様に化学化学ٕ術に
ৄ。ていますͬࢥてもらいたいとͬ࣋ຯをڵ
は下記ࡉ HP をご覧下さい。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　760-8522　ߴদࢢொ 1-1　
߳େ学ڭҭ学部内　ເ化学 21 in Kagawa

࣮行ҕ員会代表　ߴ索美ࢠ　電話/FAX

（087）832-1461　E-mail: takagi.yumiko@

kagawa-u.ac.jp　http://www.iceds.net/j/

wakuwaku2025.html

ྩ 7தֶ生ެ͚։࠲ߨ
ʮͷ·ΘΓͷ͓͠ΖԽֶ࣮ݧʯ
ओɹ࠵　綸ࣛ工業ߴ等専学校ੜ物応用化学
Պ
日本化学会東ւ支部　࠵ɹڞ
ձɹ8　ظ 月 19 日（Ր）10 ʙ20࣌ 日（ਫ）16

࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　綸ࣛ工業ߴ等専学校（綸ࣛࢢനࢠ
ொ）ʤアクηスʥ綸ࣛߴ専 HP（https://www.

suzuka-ct.ac.jp/guide/guide_index/access/）
をご参照下さい。
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9147　E-mail: kumashiro@tokushima-u.

ac. jp　https://s i tes.google.com/v iew/

wakatenmr2025/home/

PFAS੍ن対Ԡとସࡐྉ։ൃ
ओɹ࠵　日本化学会関東支部
ձɹ9　ظ 月 12 日（ۚ）10 ʙ16࣌ ࣌ 55 分
։࠵方ࣜ　Φンライン
参加ਃࠐ締切　定員になり࣍ୈ
　PFAS は過ڈ 15 以上ストックホルム条
約࠷ॏ要՝の 1 つとなͬており，ۙԤถ
を中心に PFAS へのن制がٸに֦େしてい
る。ن制に関してࠃ内外で様々なٞ緫がある
中，զがࠃでは様々な行指ಋ・҆全理が
業քからも࢈，されてきており౼ݕ PFAS を
ؚまないࡐ料։発が求められてきている。本
講演会では，࢈学の様々なࢹから PFAS

またその対応として，後の動ࠓ制ن
PFAS 代替物࣭։発のऔり組みについてհ
する。
1ɽPFAS 後の見通し（みࠓと৽動࠷制のن
ず΄リαーν & テクϊロジーζ）後౻Յ
2ɽύーフルΦロアルキル化合物のૅجՊ学

（京େ化学研）୩　݈
3ɽ࢈業用ઌ PFAS 維の分ղ・再ݯࢿ化
応の։発（神ಸେ）ງ　ٱஉ
4ɽペルおよͼϙリフルΦロアルキル化合物

（PFAS）のద切な理を支えるଌ定ٕ術とඪ
४化の動（࢈総研）୩保ࠤ知
5ɽણҡ用Ꭲਫࡎの PFAS 対応（日՚化学）٢
　߽
6ɽDIC ք面ࡎੑ׆の機発現のメカχζム
とੑߴ PFAS フリーք面ࡎੑ׆の։発

（DIC）২७ฏ
参加費　会員 17,000円，学ੜ会員 2,000円，
非会員一般 25,000 円，非会員学ੜ 4,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　日本化学会関東支部　E- 
mail: kanto@chemistry.or.jp　https://kanto.

csj.jp/

ୈ 22ճ 
ՊֶίϯιʔγΞϜ 

γϯϙδϜ
ओɹ࠵　日本Պ学ίンιーγアム
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ9　ظ 月 19 日（ۚ），20 日（）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　紅Պେ学（区ӣ原2-4-41）ʤަ
通ʥ東ٸ上ઢ「ށӽۜ࠲」Ӻ，都Ӧઙઢ

Ӻよりె「ࢁଂখ」ઢࠇ目ٸӺ，東「ӽށ」
า 5ʙ10 分
参加ਃࠐ締切　後日Ҋ内予定
参加費　一般 5,000 円，学ੜ無料
࠙ձ　9月 19日（ۚ），紅Պେ学にて。会
費：一般 8,000 円，学ੜ 2,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　142-8501　区ӣ原 2-4-
41　紅Պେ学ୈ 22 回Պ学ίンιーγ
アムγンϙジム事務局　ᚸು࢙೫　電話
（03）5498-5770　E-mail: sympo-22@jcgg.jp　
http://www.jcgg.jp/pdf/jcgg250919.pdf

୯݁থ Xઢߏղੳ合॓
ओɹ࠵　Ѫඤେ学学術支援ηンター，େ学連
研究設උネットϫークܞ
後ɹԉ　日本化学会中ࠃ࢛ࠃ支部
ձɹ9　ظ 月 2 日（Ր）13 ࣌ 30 分ʙ4 日（）
11 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　Ѫඤେ学学術支援ηンター物࣭Պ学
研究支援部（দࢢࢁ文京ொ 2-5）ʤަ通ʥҏ
予మಓࢢ内電ंঢ়ઢ「े字පӃ前」Ӻ下
ंెา 5 分
参加ਃࠐ締切　8 月 8 日（ۚ）
　Ѫඤେ学学術支援ηンター物࣭Պ学研究支
援部が理しているXઢ回ંஔ（VariMax- 
Saturn-Mo）を使ͬてのࣹଌ定およͼ൚用
的なιフトΣア上でSIR，Shelx，Platonな
どの࣮行ιフトをらせ，୯݁থ X ઢߏղ
ੳを行うϊϋを習得する。本合॓は，研
究ࣨ内では X ઢଌ定・ղੳを行ͬているが，
本人はまͩղੳを行ͬたことがない方といͬ
た，ॳ心者けの内容が中心です。
参加費　無料
参加ਃࠐ方法　E-mail　下記申ࠐઌに E-mail

で連絡して下さい（定員 10 名，ଟ数の場合
にはநબ等により人数をௐ整させていたͩき
ます）。E-mail 件名は「X ઢߏղੳ合॓申
。として下さい「ࠐ
ਃࠐ先　790-8577　দࢢࢁ文京ொ 2-5　Ѫඤ
େ学学術支援ηンター　本ਅن　電話
（089）927-9661　FAX（089）927-9670　E- 
mail: morimoto.maki.ti@ehime-u.ac.jp

問合先　同上　Ѫඤେ学学術支援ηンター　
　ॏथ　電話（089）927-9663　FAX（089）
927-9670　E-mail: mori.shigeki.mu@ehime- 
u.ac.jp

ୈ 25ճएखNMRڀݚձ
ओɹ࠵　एख NMR 研究会࣮行ҕ員会
日本化学会　ࢍɹڠ
ձɹ9　ظ月 8日（月）13࣌ 30分ʙ10日（ਫ）
12 ࣌ 5 分
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　グランυχッίー୶緔（୶緔ࢢເ
台 2）ʤަ通ʥ「୶緔ເ台前」ెา 1 分
参加ਃࠐ締切　7 月 24 日（）（予定）
業講演，学ੜ・एا，ট講演，࠲講ૅج　
ख研究者によるޱ಄発表・ϙスター発表
1ɽૅج講࠲（NMR のૅج）（東େ）外ࢁါ
थ
2ɽૅج講࠲（タンύク࣭の NMR ଌ定・ߏ
ղੳ）（େ）ٱถ田ത೭
3ɽ超֩ภۃをࡐ料化学する（東େ）紻Ҫ৳
ߒ
4ɽ݁থの固体 NMR（ಙౡେ）ࣂݘफ߂
5ɽTBD（ੴݝେ）খໆ࣏ݡ
6ɽNMR ஔについて：খ࣓ߴ・ܕ場のੈ࣍
代マグネット։発の؍から（理研・JEOL）
紉ᖒل٢
参加費　一般 35,000 円，学ੜ 20,000 円（予
定）
࠙ձ　グランυχッίー୶緔ίッίラーレ
にて。
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　770-8503　ಙౡࢢଂ本ொ
3-18-15　ಙౡେ学　ઌ߬ૉ学研究所　۽
代फ߂　電話（088）633-9149　FAX（088）633-

಄・ϙスター発表，ট講演（理化学研究所，
東京େ学所ଐの講ܾࢣ定，ଞަব中），ا業発
表，機ثల示，学会બߟの受者の講演。
化学・電ࡐ・ؾ料・ஔ等複数ジϟンルの࢈
い分の学の研究者・メーカーによる෯
研究・։発の発表とٞ緫がなされ，複数分
の専Ո・ҟ業種の人との情報ަ可。共
同研究を࢝めるための「৽たな人຺」「ಠ的
な研究分の։」「ҟ分ؒでの知ࣝの共
有」をͥͻ !

参加費　7 月 18 日（ۚ）までの前ొظ緪：学
会会員 9,000 円，日本化学会会員 9,000 円
（΄かの協賛団体会員も同ֹ），非会員
18,000 円。7 月 19 日（）ʙ8 月 8 日（ۚ）ొ
緪はՁ֨վ定（੫ࠐみ・電ࢠ൛「講演要旨集」
付き・綛ऩ書発行・希望者にインボイス制
対応請求書発行）。
࠙ձ　8 月 29 日（ۚ）紫方，会場内で։催。
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　155-0033　ੈ田୩区代田
5-13-17　JEMEA事務局　日本電࣓Τネル
Ϊー応用学会　事務局　ࠤ౻容ࢠ　電話/

FAX（03）3414-4554　E-mail: office@jemea.

org　https://www.jemea.org/

॥ͷԽֶとࣾձݯࢿ
ओɹ࠵　日本化学会関東支部
ձɹ8　ظ 月 29 日（ۚ）10 ʙ16࣌ ࣌ 55 分
։࠵方ࣜ　Φンライン
参加ਃࠐ締切　定員になり࣍ୈ
　地نٿのڥ問がਂࠁ化する中で，࣋
ଓ可なࣾ会の࣮現にけたऔり組みが求め
られています。また，զがࠃは非ࠃݯࢿであ
り，ଟ͘のΤネルΪー・原ࡐ料をւ外に依存
しています。ݯࢿのׇރഇغ物の૿加とい
ͬた՝に対し，ࡁܦ成とڥෛՙݮを
両絶させる「ݯࢿ॥ࡁܦγステム」のߏங
がٸ務です。本講演会では，法絴・ࡁܦ・ラ
イフαイクルアηスメント（LCA）の؍も
ؚめ，化学ݯࢿのޮ絵的絧用॥γステム
の࠷ద化について transdisciplinary なٞ緫を
行い，৽たな࣋ଓ可なࣾ会のあり方を୳り
ます。
1ɽプラスνックのݯࢿ॥と法ࡦ（上ஐ
େ）ஜܓࢵ一
2ɽαーキϡラーΤίϊϛーとݯࢿ॥　ʕܦ
ඌढ़明から（絶໋ؗେ）ࢹ学のࡁ
3ɽૉٕ術のഎ後にあるݯࢿ問　ʙݯࢿ
ύラυックス問ʙ（絶໋ؗେ）ࢁ英࢚
4ɽのੜ物ੑධՁに࣋ͮ͘جଓ可な৯
料ੜ࢈γステムの研究։発（αンリット・γ
ーυリングス）ੴଠ
5ɽ再ੜ可な๕߳ߴܥ分ࡐࢠ料としての
リグχンの可ੑ（リグχンネットϫーク）
田綂ࢁ
6ɽカネカੜ分ղੑόイΦϙリマー Green 

Planet 
� の։発とૉݯࢿ॥に関するऔり

組み（カネカ）田綂࢘
参加費　会員 17,000円，学ੜ会員 2,000円，
非会員一般 25,000 円，非会員学ੜ 4,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　日本化学会関東支部　E- 
mail: kanto@chemistry.or.jp　https://kanto.

csj.jp/
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よりెา約ޱ 10分，電మ「ࢢ所前」Ӻ
よりెา約 3 分，όス：電όスまたはアル
ϐίަ通「ত緭通り」下ंెา約 1 分
参加ਃࠐ締切　事前ׂҾ料ۚద用（ʙ10 月
31 日（ۚ）），通常料ۚ（11 月 1 日（）ʙ11

月 28 日（ۚ））
ݩ࣍のಛ別ηッγϣンのテーマは「ࠓ　
ナϊカーボンの成と応用（Synthesis and 

applications of low-dimensional nanocar-
bons）」です。ݩ࣍ૉ体である「ナϊカ
ーボン」は信भେ学のԕ౻ઌੜによͬてఏএ
されて以絗，35紭りがͬܦていますが，ࠓ
もなおホットな研究綛Ҭとしてૅجから様々
な応用まで研究がେき͘ਐలしています。こ
のようなഎܠの中で，৽しいナϊૉՊ学の
も౿まえ，あらためてٞ緫する場を本ࢹ
会ではڙしたいとࢥいます。学քそして࢈業
քのօ様からの一般講演を͘募集いたしま
す。また，本は英ޠにて講演いたͩ͘イン
ターナγϣナルηッγϣンを։催いたしま
す。ಛ別ηッγϣンおよͼインターナγϣナ
ルηッγϣンでは，共催・協賛学会会員であ
れば，ૉࡐ料学会の会員以外でも講演する
ことができます。
参加費　事前ׂҾ料ۚద用（ʙ10 月 31 日
（ۚ））：共催・協賛学協会会員 9,000 円，共
催・協賛学協会学ੜ会員 4,000 円，通常料ۚ

（11月1日（）ʙ11月28日（ۚ））：共催・協
賛学協会会員 13,000 円，共催・協賛学協会
学ੜ会員 6,000 円
࠙ձ　γϟトレーθホテルにて。会
費：一般 7,000 円，学ੜ 5,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　162-0801　৽॓区ࢁਧொ
358-5 アカσϛーηンター　ૉࡐ料学会
会ϔルプσスク・੨　E-mail: tanso-desk@

conf.bunken.co.jp　https://www.tanso.org/

contents/event/conf2025/

catalytic/

ୈ 127ճ༗ػ合成γϯϙδϜ
ओɹ࠵　有機合成化学協会
日本化学会　࠵ɹڞ
ձɹ11　ظ 月 6 日（），7 日（ۚ）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ૣҴ田େ学ࠃ際会ٞ場（৽॓区ૣ
Ҵ田 1-20-14）ʤަ通ʥ東京メトロ東ઢ「ૣ
Ҵ田」Ӻ下ंెา 10 分
参加ਃࠐ締切　10 月 10 日（ۚ）
डߨԋ
1ɽ2024 有機合成化学協会（ٕ術的な
もの）（東京Պ学େ物࣭理工）中ౡ紤美ࢠ
2ɽ2024 ا業ף「東ιー・ڥΤネル
Ϊー」（ࡕେӃૅج工）ୋ୩　Ҁ
Ұൠൃදޱ಄発表，ϙスター発表，学ੜ純ल
発表表জ
参加費　一般（主催会員，共催会員）12,000

円，学ੜ会員（会員，会員外とも）5,000 円
ʦ予稿集付ʧ/2,000円ʦ予稿集なしʧ，一般（会
員外）17,000 円
࠙ձ　11 月 6 日（）紫ࠁに։催予定。会
費：一般 4,000 円，学ੜ 1,000 円
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　有機合成化学協会　E-mail: 
ssocj-event@ssocj.or.jp　https://www.ssocj.

jp/event/127symposium/

ୈ 52ճૉࡐྉֶձձ
ओɹ࠵　ૉࡐ料学会
後ɹԉ　日本化学会
ձɹ11　ظ 月 26 日（ਫ）ʙ28 日（ۚ）
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　ࢢੜ֔学習ηンター TOiGO 

WEST（3・4 ֊）（ࢢେ字լ問ޚ所ொ
1271-3）ʤަ通ʥ電ं：JR「」Ӻળޫࣉ

ೖ৮ഔՊֶηϛφʔ
ओɹـۙ　࠵化学協会৮ഔ・表面部会
支部ـ日本化学会ۙ　ࢍɹڠ
ձɹ10　ظ 月 7 日（Ր）10 ʙ8࣌ 日（ਫ）17 ࣌
։࠵方ࣜ　対面式
ձɹ場　େࡕՊ学ٕ術ηンター4֊405号ࣨ

（େࢢࡕ区ਟ本ொ 1-8-4）ʤަ通ʥ地下మ࢛
つڮઢ「本ொ」Ӻ 25・28 番ग़ޱをへ約 5

分または同ޚಊےઢ「本ொ」Ӻ 6 番ग़ޱを
へ約 10 分（うつ΅ެԂ٧）
参加ਃࠐ締切　9 月 11 日（）
ୈ 1日　10 月 7 日（Ր）
1ɽ։会ѫࡰ（ࡕେӃૅج工）ຬ絾ܟ人
2ɽ৮ഔՊ学のج本֓೦　ʕこれͩけは知ͬて
おこう（関େڥ都ࢢ工）Ӭथ
3ɽભҠۚଐࡨ体৮ഔ　ʕࡨ体のૅجと有機合
成৮ഔ応（ެࡕେӃ理）ُඌ　ഹ
4ɽ固体表面のࢎ・Ԙجとその৮ഔ機（ࡕ
ެେӃ工）田ଜ正७
ୈ 2日　10 月 8 日（ਫ）
5ɽۚଐࢎ化物৮ഔ　ʕ৮ഔ機のๅݿ（京工
ણେࡐ料化学ࡉ（ܥ三緥
6ɽۚଐナϊ綀ࢠ৮ഔ　ʕߏと৮ഔ作用ٴͼ
設ܭ法（ࡕେӃૅج工）ຬ絾ܟ人
7ɽ৮ഔௐ化学　ʕૅجからۙ࠷のナϊߏ
৮ഔまで（ࡕେӃ工）܂原ହ綁
8ɽด会ѫࡰ（ࡕେӃૅج工）ຬ絾ܟ人
ަྲྀ࠙ձ　10 月 7 日（Ր）。会費：無料
参加費　両日参加：協賛団体会員27,000円，
化学協会৮ഔ・表面部会法人会員ـۙ
22,000 円，一般 37,000 円，学ੜ 6,000 円，
（いずれか 1 日参加：協賛団体会員 17,000

円，৮ഔ・表面部会法人会員 12,000 円，一
般 27,000 円，学ੜ 6,000 円（いずれも講ٛ
料，ফ費੫ࢿ 10% ؚむ）
参加ਃࠐ方法　Web

ਃࠐ先ɾ問合先　550-0004　େࢢࡕ区ਟ本
ொ 化学協会৮ഔ・表面部会　電ـۙ　1-8-4
話（06）6441-5531　FAX（06）6443-6685　
E-mail: catal@kinka.or.jp　https://kinka.or.jp/
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❶掲載対象
① “講演会・講習会”欄，“発表募集”欄に掲載する行事は，日本化学
会の本部，支部，部会，研究会が，主催，共催，協賛，後援するも
のに限ります。

② 掲載は，当会の主催を除き，事前に共催・協賛・後援依頼申請後，許
諾認可番号を受けたものが対象となります。許諾認可番号のない行
事の原稿は掲載できませんのでご注意下さい。

③ 「化学と工業」誌“行事一覧”は，日本化学会ホームページ・イベン
トカレンダーに掲載されます。
❷掲載欄
① 掲載は，“講演会・講習会”欄かまたは“発表募集”欄のどちらか 1

回に限ります。両方への掲載はできません。
② “講演会・講習会”欄に掲載する内容は，“主催者側からの依頼によ
る講演などが中心の行事”の参加募集です。

③ “発表募集”欄に掲載する内容は“一般応募による講演などが中心の
行事”の発表募集です。
❸参加登録費
　 原則として日本化学会個人会員が主催者の会員と同等の条件（参加
費用）で参加できることが化工誌への掲載条件です。参加費の設定
が複数ある場合には，別に本会会員の参加費を明記して下さい。
例：○○学会会員 10,000 円，日本化学会会員 10,000 円，共催団体
15,000 円，非会員 20,000 円

❹原稿締切日と掲載月
① 原稿締切日は，毎月 25 日です。前月 26 日から当月 25 日までの投
稿原稿は自動的に翌々月号に掲載となります。

② 通知された掲載月以外に掲載希望の場合は専用投稿フォーマットの
“連絡事項”欄に明記して下さい。
❺原稿作成と投稿方法
① 原稿は専用投稿フォーマットを使用して作成して下さい。
② 制限字数は900字です。900字以内であれば掲載料は無料ですが，超
過した場合には超過分900字につき17,000円の有料掲載となります。

③ 専用フォーマット使用方法
　A） フォーマットに記載されている項目以外に項目が必要な場合は，

「記事内容」欄の中で表記して下さい。
　B） 数字，英文字は半角で入力して下さい。
　C） 機種に依存する文字の注意；機種に依存したり，インターネッ

トでの転送を保証されていないため使用できない文字がありま
すのでご注意下さい。

　　【使用できない文字例】
　　　・ 半角カナ；ｱｶｻﾀﾅ，記号（約物）；，。「（・/　等
　　　・ ローマ数字；ⅠⅡⅢⅣ，丸数字；①②③④
　　　※アルファベットの I，V，X，Vを組み合わせてローマ数字を表現。
　　　※文字の代わりに（1）（2）の表記を使用。
　　　※組文字は全角（株）（有）mm での表記にする。
　D） テキスト上で表現できない文字（外字，作字）については使用を

避けて下さい。なお，人名・地名等の固有名詞で止むを得ない
場合は●で代用し，投稿フォーマットの“連絡事項”に●印の指
示を記入して下さい。

　E） 文書中で書式指定（上付き，下付き，イタリック体）を希望の場
合は，タグ付け（HTML 形式）をして下さい。

　　【見本】・上付；P 
2＋→ P ＜SUP＞ 2 ＋＜/SUP＞

　　　　　・下付；CO 2 → CO ＜SUB＞ 2 ＜/SUB＞
　　　　　・イタリック；italic → ＜I＞ italic ＜/I＞

④ 原稿の作成が終わりましたら，画面下の送信内容確認ボタンをクリ
ックし，送信内容をご確認下さい。内容確認後，送信ボタンをクリ
ックすると投稿が完了します。投稿後，原稿の校正はできませんの
でご注意下さい。

⑤ 投稿完了後，受理通知メールが発信人宛に返信されます。受理通知
メールにて，受付番号，掲載予定号，投稿内容が確認できます。受
理通知メールが届かない場合は，正常に原稿が受理されていないお
それがありますので，必ず受理通知メールをご確認下さい。

⑥ 投稿原稿は，編集部により所定の様式に整理して掲載いたします。
❻送信後に大幅な訂正が生じた場合
① 原稿締切（当月 25）日まで；投稿フォーマットの“連絡事項”欄に

投稿した際の受理通知メールに記載の受付番号，受理通知メール受
信日と原稿差替えの旨を記入し再投稿して下さい。その際，E-mail

にて三美印刷宛その旨をご通知下さい。
②原稿締切日以降は原則として訂正はできません。
❼問合先
　【修正に関する問合せ】
　　三美印刷「化学と工業」誌編集部
　　電話（03）6807-8212　E-mail: kakou-shi@sanbi.co.jp

　【投稿・請求に関する問合せ】
　　日本化学会学術情報部「化学と工業」誌事務局
　　E-mail: kakoshi@chemistry.or.jp

“講演会・講習会”欄／／“研究発表会―発表募集”欄への投稿について
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　本会の共催・協賛・後援を希望される場合には，本会ホームページ
（www.chemistry.or.jp/application/sponsorship/index.html）より申請
をお願いしております。審査の後，諾否のお知らせをE-mailにてお送
りいたします。
　なお許諾の後，本誌“講演会・講習会”，“研究発表募集”，“研究発
表プログラム”欄への掲載を希望される場合は，それぞれの掲載要項

をご参照のうえ，本会ホームページよりご投稿下さい。

問合先　日本化学会　総務部「共催・協賛・後援」係
　　　　101-8307 東京都千代田区神田駿河台 1-5
　　　　電話（03）3292-6162　FAX（03）3292-6318
　　　　E-mail:　info@chemistry.or.jp
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